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平
成
29
年
中
の
県
内
に
お
け
る

交
通
事
故
発
生
件
数
（
人
身
事

故
）
は
５
５
８
８
件
で
、
死
者
数

は
68
人
、
傷
者
数
は
６
７
１
０
人

で
し
た
。

　

前
年
と
比
較
す
る
と
、
発
生
件

約
１
時
間
30
分
に
１
回

事
故
が
発
生

数
、
死
者
数
、
傷
者
数
と
も
に
減

少
し
て
お
り
（
表
１
）、
特
に
死

者
数
は
昭
和
28
年
以
来
64
年
ぶ
り

に
70
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

１
日
の
事
故
発
生
件
数
の
平
均

は
15
・
３
件
、
死
者
数
は
０
・
19

人
で
、
時
間
に
換
算
す
る
と
、
約

１
時
間
34
分
に
１
回
人
身
事
故
が

発
生
し
、
５
〜
６
日
に
１
人
（
約

表１　県内の交通事故発生状況

平成 29 年 前年比（数）
前年比
（割合）

発生件数 5,588 件 △ 214 件 △ 3.7㌫

死者数 68人 △ 22人 △ 24.4㌫

傷者数 6,710人 △ 402 人 △ 5.7㌫

表５　高齢運転者による交通事故

平成 29 年 前年比（数）
全体に占め
る割合

発生件数 1,238 件 ＋31件 22.2㌫

死者数 16人 △ 3人 23.5㌫

傷者数 1,469人 ＋40人 21.9㌫

表４　交通事故死傷者のシートベルト着用率

運転席 助手席 後部座席

シートベルト
着用率

98.5㌫ 96.2㌫ 61.3㌫

表２　高齢者の死傷者数

平成 29 年 前年比（数）
全体に占め
る割合

死者数 37人 △ 4人 54.4㌫

傷者数 1,043人 △ 32人 15.5㌫

表３　歩行者の事故死者数

平成 29 年
全体に占め
る割合

死者数
21人 54.4㌫

うち高齢者 15人 71.4㌫

※  「うち高齢者」の「全体に占める割合」は歩行者の死者
数に占める高齢者の割合です。

１
２
８
時
間
49
分
に
１
人
）
が
交

通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま

す
。

死
亡
事
故
の
特
徴

　

県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

数
は
全
国
で
多
い
方
か
ら
22
番
目

で
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
者

数
の
全
国
平
均
が
２
・
91
人
で
あ

る
の
に
対
し
、
本
県
は
３
・
58
人

と
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
交
通
事
故
で

犠
牲
と
な
る
割
合
は
依
然
と
し
て

高
く
、
交
通
事
故
死
者
の
54
・
４

㌫
、
37
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
（
表
２
）。

　

特
に
歩
行
者
の
事
故
に
お
け
る

死
者
数
は
21
人
中
15
人
が
高
齢
者

で
、
歩
行
者
の
事
故
死
者
数
の

71
・
４
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
命
を
守
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

四
輪
車
乗
車
中
の
死
者
数
29
人

の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
者

は
18
人
で
、
着
用
率
は
62
・
１
㌫

で
し
た
。
非
着
用
の
11
人
の
う
ち

８
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
れ
ば
助
か
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
四
輪
車
乗

車
中
の
死
傷
者
の
う

ち
、
運
転
席
の
人
は

98
・
５
㌫
、
助
手
席

の
人
は
96
・
２
㌫
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
ま
し
た

が
、
後
部
座
席
の
人

は
61
・
３
㌫
し
か
着

用
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
（
表
４
）。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

交
通
事
故
死
者
数
は
全
国
で
多
い
方
か
ら
22
番
目

県
内
の
交
通
事
故
状
況

　町では、県の平成 29 年市町村別交通事故防止コンクールＣグループ（人口１万人未満の町村）で　町では、県の平成 29 年市町村別交通事故防止コンクールＣグループ（人口１万人未満の町村）で

第１位となり、２月 20 日に表彰を受けました。平成 29 年中に死亡事故がなかったことに加え、事第１位となり、２月 20 日に表彰を受けました。平成 29 年中に死亡事故がなかったことに加え、事

故発生状況も例年より少なかったこと、そして町内の交通安全に関する活動などが評価されました。故発生状況も例年より少なかったこと、そして町内の交通安全に関する活動などが評価されました。

　今月号では、県内の交通事故の現状と、交通安全に関する取り組みを紹介します。　今月号では、県内の交通事故の現状と、交通安全に関する取り組みを紹介します。

安 全 運 転 の ポ イ ン ト
思いやり・ゆずり合い運転
● 危険が発生した場合でも安全に停止できるよう
な速度と、車間距離を取って運転しましょう

● 進路変更する際は、バックミラーや目視で安全
を確認しましょう

● 時間に余裕を持った計画的な運転を心掛けま
しょう

●こまめに休憩を取って、集中力を保ちましょう
● 特に仕事で車を使うドライバーは、他のドライ
バーの模範となるような運転を心掛けましょう

福島県自転車安全利用五則
①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行
④安全ルール、・マナーを守る
　飲酒運転・2人乗り、並進の禁止
　夜間はライトを点灯・反射材着装
　交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　運転中の携帯電話・ヘッドホン使用・傘さし運転の禁止
⑤被害軽減のためヘルメット着用に努める

交 通 死 亡 事 故交 通 死 亡 事 故
ゼロゼロを目指してを目指して

こども園で園児に横断歩道の渡り方を教えるこども園で園児に横断歩道の渡り方を教える
交通安全母の会の渡部友子会長交通安全母の会の渡部友子会長

高
速
道
路
、
一
般
道
路
に
か
か
わ

ら
ず
、
全
席
に
着
用
義
務
が
あ
り

ま
す
。
命
を
守
る
た
め
に
も
、
必

ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
運
転
者
に
よ
る

交
通
事
故

　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故

発
生
件
数
は
、
前
年
比
31
件
増
の

１
２
３
８
件
で
全
体
の
22
・
２
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

事
故
に
よ
る
死
者
数
は
前
年
よ

り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
傷
者
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
（
表
５
）。

出 

典
：「
交
通
事
故
の
あ
ら
ま
し
」

平
成
30
年
５
月
発
行
（
県
生
活

環
境
部
生
活
交
通
課
・
県
警
察

本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
）
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町
内
の
交
通
事
故
状
況

　

町
内
の
平
成
29
年
中
の
事
故
発

生
件
数
は
３
件
で
、
傷
者
数
が
３

人
、
死
亡
事
故
は
発
生
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
平
成
28
年
に
比
べ
、
死

者
数
、
傷
者
数
と
も
に
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
（
表
６
）。

　

し
か
し
、
本
年
３
月
に
県
外
の

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
死
亡
事

故
が
町
内
で
発
生
し
ま
し
た
。
町

で
は
緊
急
対
策
会
議
を
開
催
し
、

　

町
で
は
、
本
年
度
か
ら
運
転
免

許
を
自
主
返
納
し
た
人
に
対
し
て

デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
会
津
交
通
タ
ク

シ
ー
の
回
数
券
、
町
共
通
商
品
券

な
ど
を
交
付
す
る
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
25
日
に
行
っ
た
贈
呈
式
で

は
、
薄
友
喜
町
長
が
「
近
年
、
高

齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
皆
さ
ん

に
ま
だ
ま
だ
長
生
き
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
定
時
定
路
線

バ
ス
の
運
行
も
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
支
援
事
業
を
有
効
に
活
用

し
、
豊
か
な
人
生
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
、
支
援
事
業
第
１

号
の
薄
彦
次
さ
ん
、
２
人
目
の
塚

原
茂
さ
ん
の
代
理
マ
サ
ノ
さ
ん
、

３
人
目
の
高
橋
博
子
さ
ん
に
そ
れ

ぞ
れ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
回
数
券
な

ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た

ら
、
ぜ
ひ
こ
の
支
援
事
業
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

支
援
の
内
容

①
デ
マ
ン
ド
バ
ス
回
数
券
（
１
０

　

０
円
×
３
０
０
枚
）

② 

会
津
交
通
タ
ク
シ
ー
回
数
券

（
５
０
０
円
×
60
枚
）

③ 

町
共
通
商
品
券
（
１
０
０
０
円

×
30
枚
）

※ 

３
万
円
を
限
度
に
１
万
円
単
位

で
自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

運
転
免
許
証
の
返
納

　

運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き

は
、
県
内
の
警
察
署
ま
た
は
福

島
・
郡
山
免
許
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

奥
川
地
区
に
お
住
い
の
場
合
は

奥
川
駐
在
所
（
☎
49
―
２
０
２

　

６
）
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。

町
内
の
交
通
安
全
関
係
団
体
と
と

も
に
事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
で
は
６
月
ま

で
に
２
件
の
事
故
が
発
生
し
、
傷

者
数
は
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
教
育
専
門
員

　

町
で
は
、
新
澤
光
男
さ
ん
と
須

藤
求
さ
ん
の
２
人
に
交
通
教
育
専

門
員
を
任
命
し
、
朝
の
通
学
路
で

表６　町内の交通事故発生状況（６月末現在）

平成 29 年 前年比（数）

発生件数 3件 △ 3件

死者数 0人 △ 3人

傷者数 3人 △ 4人

季節ごとに街頭啓発を行い、子ども
たちの通学を見守りながら横断歩道
の渡り方などを指導しています。

７月 16日に行った「夏の交通安全ふれあいキャンペーン（梅
干し作戦）」では、眠気防止の梅干しや交通安全パンフレッ
トなどをドライバーの皆さんに配布しました。

街
頭
啓
発
や
交
通
安
全
教
室
の
ほ
か
、
き
め
細
や
か
な
活
動
を
展
開

町
内
の
交
通
安
全
関
係
団
体
の
取
り
組
み

本
年
度
か
ら
の
新
た
な
町
の
支
援　

車
の
運
転
を
卒
業
す
る
皆
さ
ん
へ

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業 の

街
頭
指
導
の
ほ
か
、
小
学
校
や

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
の
交
通
安
全

教
室
、
交
通
安
全
広
報
車
に
よ
る

広
報
活
動
、
町
内
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
の
交
通
整
理
な
ど
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
晴
れ
の
日
も
、
雨
の

日
も
、
雪
の
日
も
、
交
通
教
育
専

門
員
は
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
、
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

喜
多
方
地
区
交
通
安
全

協
会
西
会
津
支
部

　

喜
多
方
地
区
交
通
安
全
協
会
西

会
津
支
部
で
は
、
３
期
目
を
迎
え

た
本
間
義
治
支
部
長
の
下
、
５
地

区
の
分
会
長
が
協
力
し
な
が
ら
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検
清
掃
、
季

節
ご
と
の
街
頭
啓
発
、
交
通
安
全

啓
発
の
ぼ
り
旗
の
掲
出
、
見
通
し

が
悪
い
道
路
の
草
刈
り
な
ど
、
き

め
細
や
か
な
事
故
防
止
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
母
の
会

　

平
成
29
年
に
町
内
の
保
育
所
が

統
合
し
、
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
母

の
会
も
町
内
で
一
つ
の
会
に
統
合

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
各
地
区
で

活
動
し
て
い
た
分
会
の
事
業
を
継

承
し
つ
つ
も
、
会
が
一
つ
に
な
っ

た
こ
と
で
、
よ
り
柔
軟
で
大
規
模

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、

毎
月
一
日
の
防
災
無
線
に
よ
る
広

報
活
動
の
ほ
か
、
季
節
ご
と
に
街

頭
啓
発
を
行
い
な
が
ら
、「
交
通

安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
交

通
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
の
交
通
安

全
教
室
や
、
最
近
で
は
サ
ロ
ン
で

の
交
通
安
全
教
室
、
高
齢
者
宅
へ

の
訪
問
活
動
、
年
賀
状
送
付
な
ど

の
事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

自分が免許を返納

薄  彦次さん（樟山）
　「高齢になったから」。これが

一番の理由です。２～３年前から

返納を考えていました。今は家

族が運転する車やバスなどを移

動手段にしていますが、やはり自

分で運転した方が良いと思うこと

もあります。これから何とか慣れ

ていきたいと思います。

Voice  自主返納者と家族の声

家族が免許を返納

塚原 マサノさん（上野尻）
　夫（塚原茂さん）が高齢にな

り、車の運転に不安を感じてい

ました。ですから、返納を決断し

てくれて良かったと思っています。

少し前から自分でも「免許は返す」

と言っていたので、ちょうど良く

支援事業が始まり、タイミングが

良かったなと感じています。

自分が免許を返納

髙橋  博子さん（滑沢）
　バイクの免許を持っていて、農

作業に行くときなどに使っていま

した。年を重ねるにつれて、エン

ジンをかけるためにキックする力

や車体を起こす力がなくなってし

まったことが返納の理由です。バ

イクがなくても、近くの畑で野菜

作りに励みたいと思っています。
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い
こ
ろ
に
欲
し
か
っ

た
け
ど
買
え
な
か
っ

た
車
を
懐
か
し
ん
だ

車
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
人
そ
れ
ぞ
れ

車
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
人
そ
れ
ぞ
れ

来
年
も
ま
た
心
を
癒
や
し
に
遊
び
に
来
た
い
と

来
年
も
ま
た
心
を
癒
や
し
に
遊
び
に
来
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
れ
ば

思
っ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
れ
ば ガラクターズ代表

（車両部門スタッフ）

渡部  友幸さん（会津若松市）

り
、
思
い
出
の
車
に
あ
の
頃
の
自

分
を
重
ね
た
り
。
形
や
ス
ピ
ー
ド

な
ど
、
車
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
好
き
な
よ
う
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
私
自
身
、
人
の
車
を
見
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

な
つ
か
し
ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
は
、

今
回
組
織
を
新
た
に
復
活
し
た
ば

か
り
で
す
。
ま
ず
は
今
の
形
を
維

持
し
、
出
展
者
と
来
場
者
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
町
や
関
係

者
と
手
を
取
り
合
い
、
こ
の
先
も

続
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
車
だ
け
で
は
な
く
、

西
会
津
の
自
然
や
人
情
を
感
じ
、

来
年
も
ま
た
心
を
癒
や
し
に
遊
び

に
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

I
インタビュー

NTERV IEW

V
スタッフの声

oice of staff

北
最
大
級
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ
ン

ト
「
西
会
津
な
つ
か

２
年
ぶ
り
！

２
年
ぶ
り
！  

装
い
新
た
に

装
い
新
た
に

な
つ
か
し

な
つ
か
し
ｃｃカ
ー
カ
ーａａ

ｒｒ
シ
ョ
ー
が

シ
ョ
ー
が
復
活
復
活
!!!!

し
ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」
が
２
年
ぶ
り

に
開
か
れ
、
５
月
27
日
、
会
場
と

な
っ
た
さ
ゆ
り
公
園
に
は
大
勢
の

名
車
、
旧
車
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　

な
つ
か
し
ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
は

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
か
ら
13

年
続
く
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、
昨
年

一
旦
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

フ
ァ
ン
や
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
復

活
を
望
む
声
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
薄
友
喜
町
長
が
発
起
人
代
表

と
な
り
、
町
や
町
商
工
会
、
町
内

の
自
動
車
関
連
事
業
者
な
ど
で
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
運
営
体
制

を
新
た
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

復
活
を
待
ち
わ
び
た
県
内
外
の

オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
が
自
慢
の
名

車
・
バ
イ
ク
な
ど
約
２
０
０
台
を

展
示
し
、
日
本
に
１
台
し
か
な

い
「
ア
ル
ピ
ー
ヌ
Ａ
１
０
６
ミ
ッ

レ
ミ
リ
ア
」
を
は
じ
め
、
ト
ヨ
タ

２
０
０
０
Ｇ
Ｔ
や
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

な
ど
、
１
９
５
０
〜
80
年
代
の
名

車
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
名
車
、
旧
車
以
外

に
も
消
防
車
車
や
救
急
車
、
自
衛

東

若

隊
車
両
、除
雪
車
両
と
い
っ
た「
働

く
車
」
や
発
動
機
な
ど
が
展
示
さ

れ
た
ほ
か
、
福
島
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
協
力
の
下
、
き
れ
い
に
レ
ス
ト

ア
（
新
車
に
近
い
状
態
に
復
元
）

さ
れ
た
初
代
ク
ラ
ウ
ン
も
特
別
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は

渡
辺
俊
美
さ
ん
や
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

秀
吉
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
、
旧
車
大
好
き
オ
ー
ナ
ー
の
俺

的
ト
ー
ク
＆
よ
も
や
ま
話
「
な
つ

か
し
ｃ
ａ
ｒ
プ
レ
ミ
ア
ム
タ
イ

ム
」
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
会

場
に
は
約
５
５
０
０
人
が
訪
れ
、

往
年
の
名
車
を
思
い
思
い
に
眺
め

年
の
名
車
を
思
い
思
い
に
眺
め

特別展示された特別展示された
トヨタ初代クラウントヨタ初代クラウン 約２００台の名車・旧車が会場に所狭しと並びました約２００台の名車・旧車が会場に所狭しと並びました

盛り上がったライブステージ（写真は渡辺俊美さん）盛り上がったライブステージ（写真は渡辺俊美さん）

約５，５００人が会場を訪れました約５，５００人が会場を訪れました

た
り
、
写
真
に
収
め
た

り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
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き
て

く
だ
さ
い

ネ
！

なつかしなつかしcc
カ ーカ ー
aarrショーショー

2018フォト2018フォト
ギャラリーギャラリー

【車両】
ゴールドスター
1958 年式（バイク）
【オーナー】
小松  洋一さん

■かっこよかんべ賞（最も古いバイク）

【車両】
グロリアスーパー
デラックス 1970 年式
【オーナー】
中川  邦夫さん

■おんつぁま賞（最年長オーナー）

【車両】
117 クーペ 1978 年式
【オーナー】
加藤  麻理衣さん

■めごい～賞（女性オーナー）

【車両】
356 スピードスター
1966 年式
【オーナー】
加藤達也さん

■いっちょめ賞（車とオーナーの年齢差が最も大きい）

【車両】
アルピーヌＡ106
ミッレミリア1957年式
【オーナー】
中村  和幹さん

■う～～～こでらんに賞（日本に１台しかない貴重な車）

【車両】
トヨタ 2000 ＧＴ
1969 年式
【オーナー】
広川米子さん

■なんつったって一番だべ賞（来場者の投票１位）

来
年
も

来
年
も

  

ま
た写真＝関係者とスタッフの皆さんで記念撮影

熱唱する渡辺俊美さん熱唱する渡辺俊美さん

ひとりぼっち秀吉 BANDのライブステージひとりぼっち秀吉 BANDのライブステージ 自衛隊車両（働く車コーナー）自衛隊車両（働く車コーナー）

フリーマーケットフリーマーケット

ケーブルテレビの高所作業車（働く車コーナー）ケーブルテレビの高所作業車（働く車コーナー）

約
２
０
０
台
の
名
車
・
旧
車
か
ら
車
両
部
門
ス
タ
ッ
フ
が
厳
選
!!

さ
い

写真＝関係者とスタッフの皆さんで記念撮影



各種訓練本番さながらに

有事に備えて
町総合防災訓練を実施
　町と町消防団では、６月 24 日に

旧群岡中学校周辺で町総合防災訓練

を実施しました。

　訓練は、本町で震度５強の地震を

観測し、家屋の倒壊、火災、道路交

通網の遮断などの被害が発生してい

る想定の下で行われ、町消防団や西

会津消防署などの消防関連団体、喜

多方警察署、上野尻自治区の皆さん

などが参加しました。災害対策本部

設置訓練、避難訓練および避難所開

設訓練、応急手当訓練、孤立者高所

救助訓練、交通障害除去訓練、倒壊

家屋・車両救出訓練、消火訓練など

が本番さながらに行われたほか、西

小少年消防クラブによる初期消火訓

練も行われました。

第４回 ACO ONE GRAND-PRIX

ロータスインで西会津町予選会
　渡辺俊美さんが発案したプロ・アマを問わないアコー

スティックギター弾き語り一本勝負のトーナメント

「ACO ONE GRAND-PRIX」の予選会が７月７日にロー

タスインで開かれました。当日は 11 人の出場者がギ

ター１本で自慢の歌声を披露しました。参加者による

投票の結果、西会津予選会では空野大さんとMASATO 

AWAKE さんが本戦への切符を手にしました。

長寿を祝い賀寿贈呈

佐藤浪子さんが満１００歳に
　極入の佐藤浪子さんが７月７日に満１００歳を迎え

られ、長寿を祝いロータスインで賀寿贈呈式が行われ

ました。式では、県や町、町老人クラブ連合会から賀

寿と記念品が贈られ、ひ孫の西田大和くんと学斗く

ん、孫の高橋綾子さんと慶多さんから佐藤さんに花束

が贈られました。式の最後には親族を代表して佐藤義

隆さんが謝辞を述べました。

第 56 回いいでの集い開催

飯豊連峰の山岳自然美を堪能
　７月 20 日から 22 日の日程で「いいでの集い」が

開かれ、町内をはじめ遠くは大阪府などから参加した

32 人が飯豊連峰の頂を目指しました。

　初日は弥平四郎登山口から疣岩山、三国岳を越え切

合小屋までを、２日目は参加者の体力に合わせて切合

小屋から飯豊本山、御西岳、飯豊連峰最高峰の大日岳

までを探勝し、雄大な山岳自然美を堪能しました。

外部講師を招き自己ピーアールなどを学ぶ

西会津高で３学年向け進路講演会
　６月 22 日、西高３学年を対象に進路講演会が開か

れました。当日は、外部講師がユーモアを交えながら

分かりやすく講演し、受講した生徒は自己ピーアール

の必要性と具体的な方法を学びました。この講演会は、

３年生徒の進路意識を高めるために西会津高進路指導

部が主催しました。この事業には町からの助成金の一

部が充てられています。

アントレプレナーシップスクール

西中生が町の未来を
考え堂々と発表

　７月 11 日、12 日の２日間にわ

たり、西会津中でアントレプレナー

シップスクールが行われました。

　今回は、町が昨年「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」で用いた「地

域力を活かし、人に選ばれるまちづ

くり」「人を育み生かすまちづくり」

「資源を生かした、仕事づくり、磨

き上げるまちづくり」の３つのテー

マで８つのチームに分かれ、町の未

来をつくるアイデアを考えました。

　アイデアの発表会には薄町長や武

藤町議会議長のほか、町議会議員の

皆さんなども出席し、中学生の柔軟

で斬新な発想、そして表現豊かな発

表に惜しみない拍手を送りました。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　６月 21 日、町役場で第 68 回「社会を明るくする運動」

内閣総理大臣メッセージ伝達が行われ、西会津更生保護協議

会の平野茂穂会長が内閣総理大臣メッセージ伝達を、西会津

更生保護女性会の五十嵐照子会長が福島県知事メッセージ伝

達を行いました。伝達を受けた工藤倫也副町長は「日頃の更

生保護活動に感謝します。犯罪のない安全・安心なまちづく

りに向け、この運動の輪が社会全体に広がっていくことを

願っています」とあいさつしました。

▶川口屋タンス店川口良平様（ショーケース２台、

食器棚２台、キッチンワゴン１台、事務イス１脚）

▶株式会社福島情報処理センター様（災害・非

↑テープカットの様子。写真左から長谷沼清吉新郷地区自治区長連絡協議会長、鈴木洋尾野本地区
自治区長連絡協議会長、武藤町議会議長、薄町長、小柴正意野沢地区自治区長連絡協議会長、長谷
川誠群岡地区自治区長連絡協議会長、猪俣八重子奥川地区自治区長連絡協議会副会長

→落成式であいさつする
薄町長。関係者への感謝
の後、「将来に夢と希望を
持てる『町民が主役のま
ちづくり』に全力で取り
組んでいきます」と述べ
ました。

→内覧会の様子。多くの
町民の皆さんが訪れ、新
しい役場庁舎内を見学し
ました。各事務室の前で
は、町職員が担当業務や
利用方法を案内しました。

↑銘板除幕の様子

誰もが安全に安心して暮らせる地域社会を築くために

「社会を明るくする運動」大臣メッセージ伝達

↑右から戸田市の戸ヶ﨑勤教育長と菅原文仁市長、西会津町
の薄町長と江添信城教育長

平野  茂穂会長 五十嵐  照子会長

　６月 28 日、町ではＩＣＴ教育等の先進地とし

て全国的に有名な埼玉県戸田市と教育交流提携を

締結しました。自治体間での教育に特化した提携

は全国的にも珍しく、町の教育改革の一層の推進

が期待されます。薄町長は、戸田市で行われた締

結式で「本町の課題である人口減少に歯止めを掛

け、町の元気を取り戻すためには教育が重要。戸

田市から多くのことを学び、町の教育行政の発展

につなげたい」と話しました。

　町では、この提携により、児童生徒の学力向上

や新しい学びの力の育成、また、インターネット

テレビなどを介した教職員の研修交流を通し、資

質向上を目指していきます。

教育改革の一層の推進を目指す

埼玉県戸田市と教育交流提携を締結

町の教育行政伸展に新しい力

新たな教育委員会委員に長谷川さん
　町では、五十嵐長孝教育長職務代理者の退任に伴い空席となっていた教育委員会委員に

長谷川正さん（さゆりが丘）を任命しました。６月 20 日に行った辞令交付式では、薄町

長が長谷川さんに辞令書を手渡した後、「町では本年度から教育改革に取り組んでいます。

これまでの経験を生かし、町の教育行政の伸展に力を貸してください」と訓示を述べまし

た。長谷川さんの任期は平成 30 年 10 月 14 日までです。また、教育長職務代理者には

平成 27 年９月から教育委員会委員を務める平野マチ子さんが就いています。

７
月
17
日
に
開
庁
式
、
21
日
に
落
成
式
と
内
覧
会
を
行
い
ま
し
た

役
場
新
庁
舎
が
開
庁　

落
成
祝
い
記
念
式
典

新庁舎開庁に際し、寄付をいただきました。
ありがとうございました。

　

７
月
17
日
に
役
場
機
能
が
新
庁
舎
に
移
転

し
た
こ
と
を
記
念
し
、
午
前
８
時
か
ら
正
面

玄
関
前
で
開
庁
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
薄
友
喜
町
長
が
「
町
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る

役
場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
続
い
て
武
藤
道
廣
町
議
会

議
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
式
の
最
後
に
は
関
係

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
銘
板
除
幕
で
新

し
い
庁
舎
の
開
庁
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
21
日
に
は
新
庁
舎
落
成
式
と

内
覧
会
が
行
わ
れ
、
来
庁
し
た
皆
さ
ん
が
新

し
い
庁
舎
の
中
を
見
学
し
ま
し
た
。

常用電池 1 個）

▶会津よつば農

業協同組合様

（マイク付き拡

声器スピーカー

１台、プロジェ

クター１台）
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

34年の長きにわたり消防人として活躍

春の叙勲  宮澤悟さんに瑞宝単光章

薄町長に全日本中学選手権競漕大会への出場を報告

渡部愛美さんがボート競技で全国大会へ

招待はがきが届いたら自治区長まで申し込みください

敬老会を開催します（９月８日、９日、16日）

　宮澤悟さん（小綱木）が春の叙勲で瑞宝単光章を受章し、７月６

日に町役場で伝達式が行われました。

　式では、薄町長立ち会いの下、佐久間弘元県会津地方振興局長が

宮澤さんに勲記と勲章を伝達し、宮澤さんが「皆さんの支えのおか

げで受章できました。この名誉に恥じぬよう、今後も努力していき

ます」とあいさつしました。宮澤さんは、昭和 39 年の入団以来、

34 年の長きにわたり町民の皆さんの安全・安心確保に尽力し、平

成８年から２年間は団本部の訓練本部長を務めました。

写真＝左から佐久間県会津地方振興局長、宮澤さん、薄町長

　７月13日、あいづローイングの渡部愛美さんが町役場を訪れ、「第

38 回全日本中学選手権競漕大会」への出場を薄町長に報告しまし

た。薄町長は「普段通りやれば結果はついてくるはず。硬くならず、

楽しむ気持ちで頑張ってきてください」と渡部さんに激励金を手渡

し、渡部さんは「去年の悔しさをバネに練習に励んできたので、今

年は悔いのないレースをしたいです」と意気込みました。

　同大会は７月 15 日、16 日に岐阜県海津市で開かれ、渡部さん

は見事セミファイナルに進出し健闘しました。

写真＝左から渡部照幸さん（愛美さんの父）、眞部宏伊さん（あい

づローイング監督）、渡部愛美さん、薄町長

　右記の日程で敬老会を開催します。招待はがきが届い

たら、内容を確認の上、各自治区長まで申し込みくださ

い。今年も会場はイス席です。床に座ることが苦手な人

も楽しむことができますので、ぜひご参加ください。

◆申込期限　８月 17 日（金）

※送迎バスを利用する場合は併せて申し出てください。

＜問い合わせ先＞

　福祉介護課　福祉係　☎ 45―2214

開催日時 対象地区 会場

９月８日（土）
午前 10 時～

野沢地区
尾野本地区

さゆり公園体育館

９月９日（日）
午前 10 時～

群岡地区
新郷地区

さゆり公園体育館

９月 16 日（日）
午前 10 時～

奥川地区 奥川みらい交流館

薄町長に全日本世代交流ゲートボール大会への出場を報告

西会津チームがゲートボール全国大会に出場

町のスポーツ振興に役立てて

チャリティーゴルフで集まった募金を寄付
　７月４日、町商工会の青木義時会長と清水幹久副会長が町役場を

訪れ、６月 10 日に開かれた西会津町民親善チャリティーゴルフ大

会で参加者から募った募金を町に寄付しました。

　青木会長は「町のスポーツ振興に役立ててほしい」と薄町長に寄

付を手渡し、薄町長は「皆さんの善意に感謝します」と謝意を述べ

ました。このチャリティーゴルフは毎年６月の第２日曜日に開催さ

れており、今年で 25 回目を迎えました。

写真＝薄町長（右）に寄付を手渡す青木会長（中央）と清水副会長

　７月９日に町ゲートボール協会の齋藤知一会長らが町役場を訪

れ、「内閣総理大臣杯 第 35 回全日本世代交流ゲートボール大会」

への出場を薄町長に報告しました。薄町長は「あまり気負わず、普

段通りに頑張ってきてください」と齋藤さんに激励金を手渡しまし

た。同大会は７月14日、15日に岩手県盛岡市で開かれ、西会津チー

ムは健闘しましたがリーグ戦で惜しくも敗退となりました。大会に

は西会津中の生徒も３人参加しました。

写真＝薄町長から激励金を受け取る齋藤会長

　７月２日、新たな地域おこし協力隊員として着任した

居村浩平さん（高知県出身）への委嘱状交付式を町役場

で行いました。式では、薄町長が「外からの視点で町に

何が足りないかを考え、若い感性を発揮し思い切って取

り組んでください」と激励し、居村さんに委嘱状を手渡

「情報発信」分野を担当

新たな地域おこし協力隊員に居村さん 西会津の魅力を
見つけて発信し
ていきます！

しました。「ＳＮＳを活用し、西会津の魅力を引き出す

仕組みを企画したいです。また、隠れた西会津らしさを

発信したいです」と話す居村さんは、企画情報課を拠点

に「情報発信」の分野で活動します。今回の着任で、町

が委嘱する地域おこし協力隊員は８人になりました。

写真＝薄町長から委嘱状を受け取る居村さん
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

◆
夏
の
特
別
番
組

　

上
半
期
の
ニ
ュ
ー
ス
（
１
月
〜

７
月
分
）
な
ど
を
放
送
し
ま
す
。

※ 

放
送
日
程
は
さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
町
民
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

　

撮
影
や
リ
ポ
ー
ト
、
情
報
提
供

な
ど
番
組
制
作
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
町
民
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
（
可
能
な
範
囲
で
の

活
動
で
す
）。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

 

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

◆ 

８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
に　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　

８
月
15
日
は
、
戦
没
者
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
日
で
す
。

　

正
午
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、
１
分
間
の
黙
と
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
、
平
和
祈

念
の
黙
と
う
に
つ
い
て

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
は
広
島
市

に
、
９
日
は
長
崎
市
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
日
で
す
。

　

両
市
で
は
、
原
爆
死
没
者
の
ご

冥
福
と
世
界
平
和
の
実
現
を
祈
念

し
て
、
次
の
時
刻
に
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
す
。
各
家
庭
、
職
場
な

ど
で
も
黙
と
う
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

８
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
15
分

（
広
島
原
爆
投
下
時
刻
）

８
月
９
日
（
木
）
午
前
11
時
２
分

（
長
崎
原
爆
投
下
時
刻
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

８
月
の
番
組
案
内

戦
没
者
慰
霊
と
平
和

祈
念
の
た
め
に
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

粗
大
ご
み
の
収
集
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す

こ
の
機
会
に
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

◆
無
料
で
取
り
扱
う
も
の

　

タ
ン
ス
、
茶
棚
、
本
棚
、
テ
ー

ブ
ル
、
机
、
イ
ス
、
こ
た
つ
、
ふ

と
ん
乾
燥
機
、
掃
除
機
、
ス
テ
レ

オ
、
ミ
シ
ン
、
自
転
車
、
三
輪
車
、

一
輪
車
、オ
ル
ガ
ン
、エ
レ
ク
ト
ー

ン
、
鏡
台
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
家
庭
用
ガ
ス
湯

沸
か
し
器
、
ス
ト
ー
ブ
（
灯
油
を

抜
い
た
も
の
）、応
接
セ
ッ
ト
（
バ

ネ
を
抜
い
た
も
の
）　

な
ど

月日 時間 収集場所

８月20日
（月）

 8:30 -  9:10 原町町営駐車場

 9:25 -  9:40 青坂旧分校前

 9:50 - 10:00 程窪屯所前

10:15 - 10:30 芹沼ごみ収集所

13:00 - 13:15 小杉山：田崎京子氏宅前

13:30 - 13:45 山口集会所前

14:00 - 14:25 さゆりが丘ごみ収集所

14:30 - 15:00 林業研修センター

８月21日
（火）

 8:30 -  9:10 西会津交番前

 9:15 -  9:30 たかはし桜公園前（青友ホール側）

 9:45 - 10:00 樟山：旧高橋商店前町道

10:10 - 10:20 滑沢屯所前

10:30 - 10:45 戸中屯所前

13:00 - 13:40 旧役場南庁舎側駐車場

13:50 - 14:00 井谷お宮前

14:15 - 14:25 原屯所前

14:35 - 14:45 小清水屯所前

14:55 - 15:10 荒木屯所前

８月27日
（月）

 8:30 -  9:10 本町：遍照寺境内

 9:20 -  9:30 中野自治区入口

 9:40 -  9:50 四岐ごみ収集所

10:10 - 10:20 熊沢入口

13:00 - 13:10 塩喰：清野忠弘氏宅前

13:20 - 13:30 牧お宮前

13:50 - 14:00 端村地蔵様前

14:10 - 14:30 旧群岡小学校向かい

14:35 - 15:00 旧群岡中学校体育館前

８月28日
（火）

 8:30 -  9:45 旧奥川支所

 9:05 -  9:15 弥生集会所前

 9:35 -  9:45 小屋屯所前

 9:50 - 10:05 宮野お宮前

10:15 - 10:30 出戸屯所前

13:00 - 13:15 中ノ沢集会所

13:25 - 13:35 塩地蔵様前

13:40 - 13:55 向原：新奥川橋手前

14:00 - 14:10 新町道目分かれ

14:15 - 14:25 旧奥川中学校入口

14:40 - 14:50 旧大舟沢季節分校前

◆
有
料
で
取
り
扱
う
も
の

　

バ
イ
ク
、
農
機
具
、
ト
タ
ン
、

鉄
く
ず
、
針
金
類
、
ス
プ
リ
ン
グ
、

ド
ラ
ム
缶
、
ボ
イ
ラ
ー
、
バ
ッ
テ

リ
ー
、
金
庫
類
、
タ
イ
ヤ
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
モ
ー
タ
ー
類
、
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
ビ
ニ
ー
ル
ト
タ

ン
、
肥
料
袋
、
苗
箱
、
廃
油
、
揚

水
ポ
ン
プ
、
風
呂
釜
、
給
湯
器
、

ス
テ
ン
レ
ス
風
呂
桶
、
サ
イ
デ
ィ

ン
グ　

な
ど

◆
注
意
点

◎ 

必
ず
指
定
さ
れ
た
時
間
内
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

事
前
に
持
ち
込
む
場
合
は
、
ど

な
た
か
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う

な
ど
、
誰
が
出
し
た
も
の
か
分

か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

耕
う
ん
機
な
ど
の
大
き
な
も
の

は
、
事
前
に
町
民
税
務
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

ス
ト
ー
ブ
、
バ
イ
ク
や
農
機
具

な
ど
は
、
ガ
ソ
リ
ン
や
オ
イ
ル

な
ど
を
必
ず
抜
き
取
っ
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

ト
タ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
必

ず
ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

事
業
活
動
に
よ
り
発
生
し
た
ご

み
は
出
せ
ま
せ
ん
。

◆ 

次
の
も
の
は
収
集
し
な
い
の
で

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
、
パ
ソ
コ

ン

【
有
料
の
場
合
の
料
金
（
一
例
）】

◎
ボ
イ
ラ
ー 

５
０
０
０
円
／
台

◎
田
植
機 

２
０
０
０
円
／
台

◎
風
呂
釜 

１
０
０
０
円
／
台

◎
廃
油 

２
０
０
０
円
／
缶

◎
草
刈
り
機 
７
０
０
円
／
台

◎
タ
イ
ヤ

　
（
ホ
イ
ル
な
し
） 

５
０
０
円
／
本

　
（
ホ
イ
ル
付
き
） 

８
０
０
円
／
本

◎
肥
料
袋 

１
０
０
円
／
㌕

◎
ビ
ニ
ー
ル
ト
タ
ン 

１
０
０
円
／
㌕

◎
苗
箱 

70
円
／
枚

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

【粗大ごみの収集日程】

年齢別の受診可能な健（検）診項目

年齢 受診可能な健（検）診項目

16 ～ 29 歳 県民健康調査

30 ～ 39 歳 基本健診、胃がん検診、クレアチニン検査

40 ～ 64 歳
特定健診（国保加入者）、胃がん検診、大
腸がん検診、肺がん検診、クレアチニン検
査、肝炎ウイルス検査

65 ～ 74 歳
特定健診（国保加入者）、胃がん検診、大
腸がん検診、結核検診、クレアチニン検査、
肝炎ウイルス検査

75 歳以上
健康診査、胃がん検診、大腸がん検診、結
核検診、クレアチニン検査、肝炎ウイルス
検査

30・35・40・
45・50・55・
60 歳

胃がんリスク検診

総合健診の実施日

会場 実施月日

野沢体育館
（役場新庁舎脇）

８月７日（火）、８日（水）、９日（木）、
30 日（木）

さゆり公園体育館 ８月 29 日（水）

林業研修センター ８月 22 日（水）、23 日（木）

旧群岡中体育館 ８月６日（月）、10日（金）、21日（火）

旧新郷保育所 ８月 20 日（月）、27 日（月）

奥川みらい交流館 ８月 24 日（金）、28 日（火）

忘れずに受診しましょう

町総合健（検）診

　町では、右記の日程で総合健（検）診を実施し

ます。今後配布する「平成 30 年度総合健（検）

診実施のお知らせ」をご覧

の上、忘れずに受診してく

ださい。

◆受付時間

　各日午前７時 30 分～８時 30 分

◆受診上の注意

　◎ 県民健康調査、基本健診、特定健診、健康診

査、胃がん検診を受診する場合は、受診日前日の

午後９時以降、飲食しないでください。

　◎ 対象自治区の該当日以外でも受診できます。

その際はあらかじめ下記に連絡ください。

　◎ 受診当日は持参物を確認し、忘れ物がないよ

うにしてください。

　◎ 送迎申込者は、乗車場所、時間を再度確認し

てください。

＜連絡・問い合わせ先＞

　健康増進課　健康支援係　☎ 45―4532
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION
　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
職
員

の
休
暇
の
取
得
推
進
と
健
康
増
進

を
図
る
た
め
、
夏
休
み
期
間
中
に

学
校
閉
庁
日
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
町
で
も
お
盆
期

間
を
学
校
閉
庁
日
に
定
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

閉
庁
日
は
、
学
校
に
教
職
員
が

が
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
、
緊
急

時
は
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
学
校
の
閉
庁
期
間

　

８
月
13
日
（
月
）
〜
16
日
（
木
）

ま
で
の
４
日
間

　

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
年
１
回
、
受
給
資
格
の
審
査

を
受
け
る
た
め
に
現
況
届
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対

象
と
な
る
人
に
は
８
月
中
旬
に
関

係
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
８

◆
緊
急
時
の
対
応

　

緊
急
時
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

学
校
教
育
課
か
ら
学
校
長
な
ど
に

連
絡
し
ま
す
。

※ 

学
校
の
閉
庁
期
間
中
は
、
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
き
部
活
動

な
ど
も
原
則
行
い
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
緊
急
時
連
絡
先
〉

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

　

☎
45
―
２
２
１
６

　

会
津
キ
リ
振
興
連
絡
協
議
会
で

は
、
11
月
ご
ろ
に
桐
の
苗
木
の
無

料
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
苗

木
の
配
布
を
希
望
す
る
場
合
は
、

町
役
場
農
林
振
興
課
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
苗
木
の
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
本
数
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
申
込
期
限

　

８
月
31
日（
金
）

〈
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
、
働
く
意
欲
を
持
っ
た

高
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く

生
涯
現
役
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
希
望
す

る
55
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
技
能

講
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
警
備
業
務
講
習
〉

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
雑
踏
警
備

や
道
路
工
事
の
交
通
誘
導
警
備
、

ま
た
は
建
物
の
守
衛
、
警
備
な
ど

の
施
設
警
備
の
基
礎
的
な
知
識
や

技
術
を
学
び
、
警
備
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

◆
日
程

　

９
月
10
日
（
月
）
〜
20
日
（
木
）

◆
定
員

　

14
人

お
盆
期
間
中
は

小

中

学

校

が

閉

庁

し

ま

す

◆
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 h
ttp
://w

w
w
.m
lit.go.jp

/

jutakukentiku/index.htm
l

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

管
理
係

　

☎
45
―
４
５
３
０

　

広
報
に
し
あ
い
づ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
縦
４
㌢
×
横
８
・
５
㌢
／
１
枠

◎
１
枠
当
た
り
５
０
０
０
円
／
月

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

企
画
情
報
課　

情
報
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

有
料
広
告
を
募
集

　

大
阪
府
北
部
で
震
度
６
弱
を
記

録
し
た
地
震
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
す
る
被
害
が
目
立
ち
ま
し

た
。
自
宅
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る

場
合
は
、
次
の
点
を
確
認
し
、
一

つ
で
も
不
適
合
な
点
や
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
専
門
家
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

◆
チ
ェ
ッ
ク
項
目

①
塀
は
高
す
ぎ
な
い
か

　

高
さ
は
２
・
２
㍍
以
下
か

②
塀
の
厚
さ
は
十
分
か

　

厚
さ
は
10
㌢
以
上
（
高
さ
が
２

㍍
超
の
場
合
は
15
㌢
以
上
）
か

③ 

控
え
壁
が
あ
る
か

　

塀
の
長
さ
３
・
４
㍍
以
下
ご
と

に
、
塀
の
高
さ
の
５
分
の
１
以
上

突
出
し
た
控
え
壁
が
あ
る
か

④
基
礎
が
あ
る
か

⑤ 

老
朽
化
に
よ
る
亀
裂
や
、
傾

き
、
ぐ
ら
つ
き
な
ど
が
生
じ
て

い
な
い
か

⑥
塀
に
鉄
筋
は
入
っ
て
い
る
か

※ 

塀
に
鉄
筋
が
入
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
と
き
は
専
門
家
に
相

談
し
ま
し
ょ
う

桐

の

苗

木

を

配

布

し

ま

す

住
宅
・
土
地
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す

多
重
債
務
・
貸
金
業

に
関
す
る
相
談
窓
口

わ
が
家
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
大
丈
夫 

？

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

警
備
業
務
講
習
の

受
講
者
を
募
集 

！

◆
会
場

　

会
津
若
松
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
ほ
か

◆
受
講
料

　

無
料

◆
対
象
者

　

働
く
意
欲
の
あ
る
55
歳
以
上
の

人
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
職
登

録
が
必
須
で
す
）

◆
受
講
申
込
受
付
期
間

　

８
月
６
日
（
月
）
〜
20
日
（
月
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
６
０
８
１

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借

金
を
抱
え
、
悩
ん
で
い
る
人
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
の
状

況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
て

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門

家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
秘

密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る

「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は
十
分
ご

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１

日
を
基
準
日
に
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
住
生
活
に
関
す
る
最
も
基
本

的
で
重
要
な
調
査
で
、
全
国
約

３
７
０
万
世
帯
を
対
象
と
し
た
大

規
模
な
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
「
住
生
活
基
本
計
画
」
の
成
果

指
標
の
設
定
、
耐
震
や
防
災
を
中

月
以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
２
年
間
届
け
出
を
し

な
い
と
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

児 

童
扶
養
手
当
＝
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
を
持
つ
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特 

別
児
童
扶
養
手
当
＝
身
体
ま
た

は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
児
童

を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る

家
庭
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

受
給
資
格
な
ど
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
〉　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
）

　

☎
45
―
４
３
３
２

イベント
スタンプラリー

締め切り迫る！
平成 30 年８月17日（金）　当日消印有効

町役場　商工観光課　商工観光係　☎45―2213
〒969―4495　西会津町野沢字下小屋上乙 3308※応募方法はスタンプラリー台紙をご覧ください

プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

応 募 締 め 切 り

当 選 者 の 発 表

問い合わせ・応募先

注
意
く
だ
さ

い
。
利
用
し

て
い
る
貸
金

心
と
し
た
都
市
計
画
の
策
定
、
空

き
家
対
策
条
例
の
制
定
な
ど
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が

調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
紙
の
調

査
票
で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

企
画
情
報
課　

情
報
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
や
、
不
正
に
利
用
さ
れ
て

い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
相
談
窓
口

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　
（
福
島
市
松
木
町
13
―
２
）

◆
受
付
時
間

　

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
月
曜

〜
金
曜
の
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

　
（
多
重
債
務
相
談
専
用
窓
口
）

７月 21 日に開かれたこゆりこども園の「夕涼み会」から
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幼
児
期
の
運
動
が
生
涯
に
わ
た
る
運
動
能
力
の
基
礎
に

幼
児
期
の
運
動
が
生
涯
に
わ
た
る
運
動
能
力
の
基
礎
に

子
ど
も
と
一
緒
に
体
を
動
か
そ
う
！

子
ど
も
と
一
緒
に
体
を
動
か
そ
う
！

おいしく食べて
夏を元気に
乗り切ろう！

　

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
社
会
環
境
や
生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
で
、
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
幼
児
期
に
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
遊
び
の
中
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

「いきいきライフ」「チャレンジ食育」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

食
欲
が
な
い
と
き

で
も
お
い
し
く
！

さ
っ
ぱ
り
＆
ヘ
ル
シ
ー

料
理
の
方
法

　

夏
は
、
そ
う
め
ん
な
ど
の
冷
た

い
食
べ
物
が
お
い
し
い
季
節
で
す

ね
。
漬
物
と
ご
飯
だ
け
な
ど
、
つ

い
つ
い
単
品
の
さ
っ
ぱ
り
料
理
で

済
ま
し
が
ち
な
夏
の
食
事
で
す

が
、
そ
れ
で
は
夏
バ
テ
し
や
す
い

体
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

い
つ
も
の
料
理
で
も
、
酸
味
や

辛
味
、
香
味
野
菜
な
ど
を
う
ま
く

使
う
と
、
味
や
風
味
に
ア
ク
セ
ン

ト
が
付
き
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
食
べ

や
す
く
、
食
欲
も
出
て
き
ま
す
。

　

暑
い
時
こ
そ
し
っ
か
り
食
べ
て

夏
バ
テ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

〈〈
食
欲
ア
ッ
プ
の
方
法
〉〉

　

夏
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
＝
キ
ュ
ウ

リ
や
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、

イ
ン
ゲ
ン
、
オ
ク
ラ
、
カ
ボ
チ
ャ

な
ど
、
太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴

び
た
旬
の
食
材
は
栄
養
満
点
で

す
。
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
の
水
分
は

体
内
の
余
分
な
熱
を
取
り
除
い
て

く
れ
ま
す
し
、
ト
マ
ト
の
酸
味
は

胃
の
調
子
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。

　

香
味
野
菜
で
嗅
覚
を
刺
激
＝
ニ

作りやすい分量（４人分）
　

蒸し鶏

　鶏むね肉 ３００㌘
　　　　　塩 小さじ１
　　　　　酒、ごま油 各大さじ１
　　　　　ショウガ ひとかけ
　キュウリ ２本
　トマト 大１個
　紫玉ねぎ 小１個
　しその葉 ２枚
　レモン １/２個
　

たれ

　めんつゆ３倍濃縮、酢 各大さじ４
　　　　水 １と１/２カップ
　　　　こしょう 少々
　　　　いり白ごま 大さじ１
　そうめん ３２０～４００㌘

作り方
　 ①鶏むね肉に塩をすり込んで全体によくな
じませ、耐熱容器に入れて酒をかける。②
ラップをふんわりかけ、電子レンジ（６００
㍗）で４分 30 秒加熱する。③②が冷めた
らラップを外し、繊維にそって食べやすい
大きさに手で裂く。④ボウルにごま油とす
りおろしたショウガ、③を入れてまぜる。
⑤キュウリを千切りにし、トマトは半分に
して薄切りにする。紫玉ねぎとしその葉を
薄切りにし、それぞれ水にさらす。レモン
をくし切りにする。⑥たれの材料を混ぜ合
わせる。⑦そうめんをゆで、冷水で洗い、
器に盛ったら、④の蒸し鶏と⑤の彩り野菜
をそうめんの上に盛り付け、たれを回しか
けて完成！

暑い夏こそしっかり暑い夏こそしっかり
食べましょう！食べましょう！

齋藤  紀子齋藤  紀子
管理栄養士管理栄養士

レンジでレンジで蒸し
鶏蒸し鶏

彩り彩りそうめんそうめん

今月のオススメ

幼
児
期
の
運
動
が

幼
児
期
の
運
動
が

大
切
な

大
切
な
理理わわ

由由けけ

　

幼
児
期
は
運
動
機
能
が
急
速
に

発
達
し
、
こ
れ
が
生
涯
に
わ
た
る

体
力
や
運
動
能
力
の
基
礎
と
な
る

た
め
、
こ
の
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
を
経
験
し
習
得
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

ま
た
、
体
を
動
か
す
遊
び
は
、

体
力
や
運
動
能
力
の
向
上
だ
け
で

は
な
く
、
け
が
や
病
気
を
防
い
だ

り
、
意
欲
的
な
態
度
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
思
考
力
を

養
っ
た
り
と
、
子
ど
も
の
成
長
に

と
っ
て
大
切
な
力
を
育
み
ま
す
。

体
を
動
か
す

遊
び
の
ポ
イ
ン
ト

① 

様
々
な
動
き
が
入
っ
た
遊
び
を

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

　

例
え
ば
、
鬼
ご
っ
こ
に
は
「
走

る
」「
止
ま
る
」「
よ
け
る
」「
く

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
の

運
動
教
室
の
取
組
み

　

こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
で
は
、
年
長

児
を
対
象
に
年
６
回
の
運
動
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
町

の
健
康
運
動
指
導
士
と
健
康
運
動

推
進
員
が
務
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
動
き

を
経
験
で
き
る
よ
う
、
動
物
の
真

似
を
取
り
入
れ
た
り
、
じ
ゃ
ん
け

ん
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
要

素
を
取
り
入
れ
た
り
、
内
容
を
工

夫
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　運動教室でのこゆりちゃん体操
は初めてだったので、園児たちは
新鮮で喜んでいました。体を動
かすことが大好きな園児たちは、
目を輝かせて参加していました。
もっともっと子ども達の運動能力
を伸ばしていけるよう私たちも手
助けしていきたいと思います。

こゆりこども園・ひまわり組の先生から

おうちでできる、体を動かす遊び

親子で楽しく！ からだジャンケン！

ぐ
る
」
な
ど
の
動
き
が
入
っ
て
い

ま
す
。
幼
児
期
に
い
ろ
い
ろ
な
動

き
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
と
っ
さ

に
身
を
守
る
動
き
や
、
ス
ポ
ー
ツ

の
巧
み
な
動
き
な
ど
、
体
の
動
か

し
方
を
調
整
す
る
力
の
習
得
に
つ

な
が
り
ま
す
。

② 

楽
し
く
体
を
動
か
す
時
間
を
確

保
し
ま
し
ょ
う

　

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
生
活

が
便
利
な
た
め
歩
く
こ
と
が
少
な

く
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
室
内
で
の
遊

び
が
中
心
に
な
り
、
体
を
動
か
す

機
会
が
不
足
し
が
ち
で
す
。
そ
の

た
め
、
意
識
的
に
体
を
動
か
し
て

遊
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
幼
児
期
の
運
動
は
「
毎
日

合
計
60
分
以
上
」
が
目
標
で
す
。

（
幼
児
期
運
動
指
針
よ
り
）

こゆりこども園「運動教室」の様子こゆりこども園「運動教室」の様子

全身を使って「グー」「チョキ」「パー」の格好をし

てジャンケンをします。子どもと一緒に遊んでみま

しょう！ 体を大きく使うのがポイントですよ！

ン
ニ
ク
、
シ
ソ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、
シ
ョ

ウ
ガ
、
ニ
ラ
な
ど
は
、
そ
の
独
特

の
香
り
が
嗅
覚
を
刺
激
し
食
欲
を

増
進
さ
せ
ま
す
。

　

酸
味
で
疲
労
回
復
＝
レ
モ
ン
や

梅
干
し
、酢
の
「
酸
っ
ぱ
さ
」
は
、

ク
エ
ン
酸
に
よ
る
も
の
で
す
。
胃

酸
や
だ
液
が
よ
く
分
泌
さ
れ
食
欲

が
増
進
す
る
ほ
か
、
疲
労
回
復
の

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

辛
味
で
食
欲
増
進
＝
唐
辛
子
、

カ
レ
ー
粉
、
わ
さ
び
、
夏
大
根
な

ど
の
辛
味
成
分
に
は
、
食
欲
増
進

効
果
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
は
特
に
注
意

低
栄
養
を
防
ぐ

　

食
が
細
く
な
り
や
す
い
高
齢
者

に
と
っ
て
夏
は
、
栄
養
が
不
充
分

に
な
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。
夏

こ
そ
、
な
ん
で
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
ま
し
ょ
う
。
抽
象
的
な
表
現

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
食

べ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

お
す
す
め
食
材
＝
納
豆
、
豆

腐
、
卵
、
肉
（
ゆ
で
て
）、
山
芋
、

め
か
ぶ
、
オ
ク
ラ
、
梅
干
し
、
さ

ば
な
ど
魚
の
缶
詰
、
牛
乳
・
乳
製

品
な
ど

ぐー

ぱーちょき

五十嵐  津奈子五十嵐  津奈子先生先生
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　俳句には『季語』を入れることが原則で、“ 季語を詠む ” とまでいわれています。暦の上では間も
なく「立秋（８月７日）」を迎え、この日以後は秋を詠むことになります。極暑の中にあって秋を詠
むことはなかなか難しいものです。「夜の秋」という季語があります。暑さの中に秋の気配を捉えた
ことばです。皆さんも「夜の秋」で一句詠んでみませんか。 まんさく俳句会代表  矢部征男

町民ギャラリー　まんさく俳句会

夏
め
く
や
客
の
好
み
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
原  
芳
子
（
野
沢
上
原
）

早
苗
田
の
水
面
に
逆
さ
高
陽
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
木  

麗
子
（
真
ヶ
沢
）

六
月
ワ
ラ
ビ
一
重
に
し
て
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤  

京
子
（
上
野
尻
）

裏
木
戸
の
風
の
夏
め
く
昼
下
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤  

ミ
エ
子
（
野
沢
本
町
）

夏
め
く
や
脱
ぎ
し
上
着
の
重
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
崎  

宗
作
（
小
杉
山
）

夏
め
く
や
弾
む
お
し
ゃ
べ
り
昏
れ
間
近
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾  

公
子
（
野
沢
上
原
）

夏
き
ざ
す
旅
の
途
中
の
湯
葉
料
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川  

清
子
（
野
沢
下
小
屋
）

一
竿
は
母
と
児
の
も
の
夏
き
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

雪
柳
（
講
師
・
選
者
）

『家庭教室』

伊東  歌詞太郎［著］
KADOKAWA

『子どもの脳をぐんぐん育て
るレシピ＆おやつ 80』
久保田  競［著］
主婦の友社

『未来』
湊  かなえ［著］
双葉社

『身代わり忠臣蔵』
土橋  章宏［著］

幻冬舎

『恨みっこなしの老後』
橋田壽賀子［著］

新潮社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　ネット動画投稿の力強

い歌声とメッセージで注

目を集め、2014 年にメ

ジャーデビューを果たし

たシンガーソングライ

ター・伊東歌詞太郎。初の小説となる本作は、大学

生の灰原巧を主人公に、彼が家庭教師として訪れた

家族や子どもが抱える問題を解決していく姿を描い

た作品です。歌詞太郎氏の楽曲と同様、子どもたち

が抱える問題や、その心の機微がみずみずしく表現

されていて、10 代を中心に多くの読者から共感を集

める内容となっています。

西
小
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
×
農
協
青
年
部
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
探
け
ん
」

田
ん
ぼ
の
生
き
物
た
く
さ
ん
見
っ
け
！

　

町
公
民
館
で
は
、
小
学
生
が
放

課
後
や
休
日
に
安
心
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
が
で
き
る
よ
う
放

課
後
子
ど
も
教
室
（
西
小
わ
く
わ

く
ク
ラ
ブ
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
30
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ

つ
ば
青
年
連
盟
西
会
津
支
部
の
皆

さ
ん
と
合
同
で
、
田
ん
ぼ
の
生
き

物
を
調
査
す
る
「
田
ん
ぼ
の
生
き

物
探
け
ん
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
日
中
の
気
温
が
30
度
を

超
え
る
暑
さ
で
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
！ 

恐
る

恐
る
田
ん
ぼ
に
入
る
と
、
泥
や
草

の
感
触
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
生

き
物
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
尻
尾
の
つ
い
た
オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
小
さ
な
ア
マ
ガ

エ
ル
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
児
童

た
ち
は
田
ん
ぼ
の
泥
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
楽
し
そ
う
に
カ
エ
ル
を
追

い
か
け
、
カ
エ
ル
も
子
ど
も
た
ち

に
捕
ま
え
ら
れ
ま
い
と
逃
げ
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
ミ
ジ
ン
コ
や
コ
オ

イ
ム
シ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
、
約
15

種
類
の
生
き
物
を
見
つ
け
、
参
加

し
た
児
童
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
と
共
に
生
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

　

ま
た
、
講
師
か
ら
は
「
ご
は
ん

１
杯
分
の
お
米
を
作
る
た
め
に
は

稲
３
株
が
必
要
で
、
そ
の
空
間
に

は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
35
匹
も

育
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
教
わ

り
ま
し
た
。

　

汗
を
い
っ
ぱ
い
か
い
た
後
は
、

お
昼
ご
は
ん
。
み
ん
な
で
、
食
生

活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
作
っ

て
く
れ
た
西
会
津
産
米
の
お
に
ぎ

り
と
キ
ュ
ウ
リ
、
豚
汁
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
、
自
然
の
恵
み
に
感

謝
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
休
日
活
動
「
田
ん
ぼ
の

生
き
物
探
け
ん
」
は
、
ふ
る
さ
と

の
自
然
の
豊
か
さ
に
触
れ
、
命
の

大
切
さ
や
農
業
に
つ
い
て
学
ん
だ

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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　郡山市出身、30 歳。平成 29

年４月から観光担当の町地域お

こし協力隊員。町の魅力を発信

するため、地域の皆さんなどと

連携しながら各種イベントを企

画・運営。

佐々木隊員

　息子と娘。娘が息子の初

めての寝返りをなぜか阻止

しようとしていて、笑って

しまいました。

　西会津町に戻ってき

てから、いろいろお世

話になっています。こ

れからもたくさんお話

聴かせてください。

◆趣味は？

　剣道

◆熱中していることは？

　剣道の練習・指導

◆最近感動したことは？

　 息子が寝返りしたこと

◆自分を一言で表現すると？

　単純

◆あなたのモットーは？

　何事も懸命に！

佐々木  祐
ゆう

子
こ

隊員

三留  光
こうぜん

善さん  ［西平］

柴田  隆
たかのり

法さん（７月号）から

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　僕の将来の夢はまだ決まっていませんが、

自分が興味を持った職業や「この仕事をやり

たい」と思った職業に就きたいです。また、

将来は、やらなければならないことは絶対に

やり、やってはいけないことはやらずに断り、

さらに物事に対しては、周りの人に頼らず主

体的に行動できる人になりたいです。

◆努力していること――

　  　日頃から、先生に言われて行動するのでは

なく自分で考えて行動するよう心掛けていま

す。行動するときは、間違いを恐れずに挑戦

するようにしています。

◆未来の自分に一言――

　  　どんな職業につきましたか。病気やけがに

に気を付け、頑張ってください。

　［３年・ 卓球部 部長 ］

佐久間  輝
ひかる

さん

聞いて！
        わたしの夢■ まちの人口

　　　　 　７月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，４５５人　　 （－　９人）

男 　 　３，１１９人　　 （－１０人）

女 　 　３，３３６人　　 （＋　１人）

世　帯　 　２，６８５世帯　　 （±　０世帯）

■ お誕生おめでとう

沼田　やなぎちゃん   　智志・美沙　　端村

■ ご結婚おめでとう

青津　泰平　　　　縄沢

堀　千莉奈　　　　縄沢

三留　怜央　　　　上野尻

猪狩　里奈　　　　富岡町

■ お悔やみ申し上げます

山本　英輔　（60）五味 志保子 弟 　２町内

江川　文一　（79）　正文　 父 　牧

田崎　孝盛　（92）　 徹 　 父 　小杉山

小竹　勝雄　（69）　勝助　 父 　新村

髙橋　隆夫　（68）大川原 里佳 父 　滑沢

武藤　文昌　（80）　昌一　 父 　柴崎

伊藤　則和　（91）泉水 和惠 父 　徳沢

戸籍の窓口   
（６月受け付け分）

ひ
と
の
あ
た
た
か
さ
に
ふ
れ
る

　

上
野
尻
に
引
っ
越
し
て
半
年
が
過
ぎ
た
。
実
家
を
出
て

は
じ
め
て
の
一
軒
家
で
の
暮
ら
し
、
は
じ
め
て
の
田
ん
ぼ

や
畑
と
、
毎
日
が
「
は
じ
め
て
」
の
体
験
ば
か
り
だ
。
そ

れ
だ
け
で
も
人
生
の
大
き
な
変
化
な
の
だ
け
ど
、
一
番
は

ご
近
所
さ
ん
と
の
何
気
な
い
交
流
が
と
て
も
う
れ
し
い
。

東
京
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
た
と
き
は
、
隣
に
誰
が

住
ん
で
い
る
か
、
近
所
に
ど
ん
な
人
が
暮
ら
し
て
い
る
か

な
ん
て
、
知
ら
な
か
っ
た
し
、
意
識
も
し
な
か
っ
た
。
で

も
東
日
本
大
震
災
以
降
、
そ
ん
な
暮
ら
し
が
と
て
も
不
安

に
な
り
、
福
島
に
戻
り
た
い
な
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ

て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、上
野
尻
で
の「
お
は
よ
う
」「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
い
う
何
気
な
い
会
話

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
あ
た
た
か
い
。
そ
し
て
お
裾
分
け
し

て
も
ら
え
る
、作
り
手
の
顔
が
見
え
る
あ
の
野
菜
た
ち
も
。

　

こ
の
あ
た
た
か
さ
、
自
分
も
周
り
の
人
や
次
に
移
住
し

て
く
る
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
こ
と
を

思
っ
た
上
野
尻
の
夏
が
す
ぎ
て
い
く
。

◆特技は？

　スノーボード

◆今後やってみたいことは？

　 登山

◆次の方を紹介してください

　Ｔ・Ｍさん（牛尾）

則和　（91）泉水和惠 父 　徳沢
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成 敗
　天保４年（1834）、蜷

にながわしょう

川庄野沢の近在で母子狐

の仇討ちがあった。

　その 15 年前、原町村に性悪な古狐の猪
いのはなよきち

鼻与吉

が住んでいた。性悪な故に妻もいなかった。隣の

芝草村には、男前で正直者の根
こん こ ん べ い

々兵衛という狐が、

器量よしの妻、おこんと暮らしていた。おこんに

横恋慕した猪鼻与吉は、手下の森野村の森之進、

松尾村の太郎丸と結託して、花見の夜に根々兵衛

を呼び出し、しこたま酒を飲ませた挙句に酔いつ

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その16その16

母
は は こ ぎ つ ね

子狐の仇
かたきうち

討物語

広報にしあいづ №718　平成30年８月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：新田  壽
とししげ

重さん

↑本町の稲荷神社

国道49号国道49号

芹沼芹沼
芝草芝草

猪鼻猪鼻

野沢駅野沢駅

磐越自動車道磐越自動車道

悪狐を退治した母子狐悪狐を退治した母子狐（イラスト：高久めぐみさん）（イラスト：高久めぐみさん）

稲荷神社稲荷神社

ぶれた根々兵衛を噛
か

み殺してしまった。翌日、おこんは、川浦橋近く

の大槻川で変わり果てた根々兵衛を発見、「いつか必ず仇討ちを」と

心に誓った。その時おこんは５カ月半の子を宿していた。

　臨月になり、おこんは、男児女児の双子を産んだ。子狐が５歳になっ

た時、父が３匹の悪狐に殺されたことを打ち明け、母子は仇討ちを誓

い合った。子狐たちが 15 歳になった時、おこんが本町村の氏神様で

ある稲
いなりだいみょうじん

荷大明神に願かけをしたところ、白髪の翁がお立ちになり、「慶

徳稲荷の奥の院にいる『白
しろぎつねけいしん

狐慶信』という狐の武術流派の祖に弟子入

りせよ」と告げられた。母子狐は早速弟子入りし、半年で咬み合いの

名人となった。そして時節到来、越後街道の芹沼村に３匹の悪狐がい

ることをかぎつけた。母子狐は名人でも、相手は手慣れた悪狐で、な

かなか勝負がつかない。その時、稲荷大明神が上空に現れ、そのご加

護で３匹の母子狐は見事、仇討ちを成し遂げた。その後、神名が下さ

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
７
月
18
日
に

行
わ
れ
た
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
の

プ
ー
ル
開
き
か
ら
。
暑
い
日
が
続

き
プ
ー
ル
開
き
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
園
児
た
ち
は
、
は
じ
け
る
よ

う
な
笑
顔
で
歓
声
を
上
げ
、
水
遊

び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

編   

集   

後   

記

　

全
国
的
に
記
録
的
な
猛
暑
が
続

く
今
夏
。
７
月
23
日
の
「
大
暑
」

に
は
、
観
測
史
上
初
め
て
都
内
で

40
度
を
超
え
、
埼
玉
県
熊
谷
市
で

は
国
内
最
高
の
41
・
１
度
を
記
録

し
ま
し
た
。
本
町
も
例
年
に
な
く

暑
く
、
取
材
で
外
に
出
れ
ば
30
分

も
し
な
い
う
ち
に
ワ
イ
シ
ャ
ツ
ま

で
び
っ
し
ょ
り
で
す
。

　

８
月
７
日
は
立
秋
。
暦
の
上
で

は
秋
を
迎
え
ま
す
が
、
本
格
的
な

秋
は
ま
だ
少
し
先
で
し
ょ
う
か
。

　

暑
い
日
が
続
く
と
秋
が
恋
し
い

け
れ
ど
、
夏
が
終
わ
る
の
は
少
し

寂
し
い
…
。「
ち
ょ
う
ど
い
い
夏

が
長
く
続
け
ば
い
い
の
に
な
」
な

ん
て
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

四
季
あ
っ
て
こ
そ
の
夏 

長
谷
川
祐
一

れ、今では正
しょういちい

一位稲荷大明神の御社に住んでいるという。

参考文献　　西会津町史第７巻　宗教文化資料　「芝草狐おこん母子の仇討物語」
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